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令和２年１１月３０日 

 

令和２年度総合震災消防訓練を実施します 

 

東京消防庁では、さらなる震災対応力の強化を図るため、管下全消防署において、全消

防職員１万８千人及び消防団員を動員した大規模な総合震災消防訓練を実施します。 

今後、発生が懸念される首都直下地震等の発生に備え、震災対策用資器材を活用した実

践的な訓練や、部隊の連携訓練を実施し、震災等の大規模災害に対する総合的な対応能力

を強化します。 

なお、訓練については感染防止対策を徹底した上で実施します。 
 

 

記 

 

１ 実施日時 

令和２年１２月５日（土）６時３０分 から１５時１５分 まで 

 

２ 実施場所 

東京消防庁管下全域（取材可能な訓練会場については別紙参照） 

 

３ 訓練想定 

「令和２年１２月５日（土）６時３０分に東京消防庁管内で震度７を観測する地震が

発生し、東京消防庁管内各所で大規模災害が多数発生する。」という想定です。 

 

４ 訓練内容 

⑴ 非常招集命令伝達訓練 

⑵ 参集訓練 

⑶ 初動処置訓練 

⑷ 情報収集訓練 

⑸ 通信運用訓練 

⑹ 警防本部等運営訓練 

⑺ 部隊編成訓練 

⑻ 部隊運用訓練 

⑼ 火災現場活動訓練 

⑽ 救助・救急活動訓練 

 

 

 



問合せ先 

 東京消防庁㈹ 03-3212-2111 

広報課報道係 内線 2345～2350 



別紙 

実動訓練の概要 
 

 

１ 実施日時 

令和２年１２月５日（土）９時３０分から１０時３０分まで 

 

２ 実施場所（別図１参照） 

⑴ 第１会場 

   池袋西口公園野外劇場（グローバルリング）と周辺施設 

   豊島区西池袋１－８－２６ 

 ⑵ 第２会場 

   花咲公園及び南長崎スポーツ公園と周辺施設 

   豊島区南長崎４－１３先 

※取材については第１会場のみ可能となります。 

 

２ 参加人員 

１７３名（消防職員１４１名、他参加機関３２名） 

 

３ 参加車両 

消防部隊９隊 

 

４ 参加機関 

６機関（池袋消防団第 2 分団、西池袋一丁目町会、国際興業株式会社、東京地下鉄

株式会社、東京芸術劇場、公益財団法人としま未来文化財団） 

 

５ 訓練内容 

 ⑴ 第１会場（グローバルリング 別図２、３参照） 

    震災時における多数傷病者等、同時多発事象への対応訓練及び関係機関との連携

訓練 

 ⑵ 第２会場（花咲公園及び南長崎スポーツ公園） 

   木造住宅密集地域で延焼拡大した火災を想定し、防火水槽を活用した遠距離送水

及び大量放水訓練（一斉放水の様子が、第 1 会場の大型スクリーンに映し出されま

す。） 

 

６ 当日の報道受付・レクチャーについて 

８時４５分からグローバルリングシアター前で受付、９時００分から同場所付近で

取材についてのレクチャーを実施します。 

 



７ 取材にあたっての注意事項 

⑴ 取材を希望される場合は、１２月４日（金）１０時００分までに広報課報道係宛

へ電話でご連絡ください（電話番号 ０３－３２１２－２１１１）。 

⑵ 取材時は、必ず自社腕章を着用してください。また、訓練会場では安全管理のた

め必ず自社ヘルメットを着装してください。 

⑶ 取材中は、係員の指示に従い事故防止に十分注意してください。 

⑷ 取材については、新型コロナウイルス感染症予防対策として、マスクの着用及び、

テレビは１社３名以内、それ以外の社は１社１名とさせていただきます。 

⑸ 駐車場のご用意はありませんのであらかじめご了承ください。 



 

東 長 崎 駅 

椎 名 町 駅 

池 袋 駅 
立 教 大 学 

第二会場 

第一会場 
池袋西口公園野外劇場 
（グローバルリング） 
豊島区西池袋 1-8-26 

別図１ 

訓練会場案内図 



第１会場 池袋西口公園会場図

受付場所

別図２
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東京メトロ２Ａ番出入り口

東京メトロ３番出入り口

東京芸術劇場
統制席

膨張テント救急指揮所
現場救護所

崩落した壁により脱出不能となった
バスの乗客の救助活動

地震によりバスや西口公園付近、副都心
線、東京芸術劇場、有楽町線で発生した多
数傷病者の救護活動

別図３ 第１会場 訓練概要図


